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2023.12.1 志賀草津道路で霧氷を見る
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「食事処 知足 」
住所：伊勢崎市境栄151-1
電話：0270-74-3266

営業時間：11:30～14:00/17:00～21:00
定休日：木曜日

ご
紹
介 

伊
勢
崎
市
境
栄
「
食
事
処

知
足
」
さ
ん
の
ご
紹
介

今
回
は
、
境
町
の
和
食
の
名
店

「
食
事
処 

知
足
」
さ
ん
。

「
食
で
季
節
を
愉
し
む
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
地
元
の
旬
の
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
活
か
し
た
料
理
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

お
昼
の
オ
ス
ス
メ
は

「
知
足
お
ま
か
せ
ラ
ン
チ
（
日
替
わ

り
）
」
１
６
５
０
円
小
附
、
小
鉢
２

品
、
茶
碗
蒸
し
、
メ
イ
ン
料
理
、
ご

飯
、
味
噌
汁
、
香
の
物
、
自
家
製
デ

ザ
ー
ト
ま
で
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
１
番

人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
。
チ
ー
ズ
が
入
っ

た
洋
風
の
茶
碗
蒸
し
は
、
フ
ァ
ン
の

多
い
一
品
で
す
。

「
和
ご
こ
ろ
セ
ッ
ト
」
２
２
０
０
円

※

昼
・
夜
Ｏ
Ｋ
！

小
附
、
小
鉢
２

品
、
刺
身
、
焼
物
、
ご
飯
、
味
噌
汁
、

香
の
物
、
自
家
製
デ
ザ
ー
ト
。
「
特

選
セ
ッ
ト 

２
７
５
０
円
」
「
知
足
御

膳 

２
９
７
０
円
」
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
季
節
感
い
っ
ぱ
い
の
彩
り
弁

当
も
オ
ス
ス
メ
。
見
た
目
に
も
美
し

く
て
、
行
楽
や
お
祝
い
事
、
ち
ょ
っ

と
し
た
集
ま
り
に
も
ぴ
っ
た
り
。
気

持
ち
が
華
や
ぐ
和
食
屋
さ
ん
な
ら
で

は
の
お
弁
当
で
す
。

お
得
な
「
お
ま
か
せ
弁
当 

１
２
９

６
円
」
か
ら
「
彩
り
弁
当
３
２
４
０

円
」
ま
で
各
種
あ
り
ま
す
の
で
Ｈ
Ｐ

に
て
ご
確
認
を
。
ま
た
、
ご
予
算
に

応
じ
て
特
注
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
弁
当

も
オ
ー
ダ
ー
で
き
ま
す
よ
。

夜
は
Ｂ
Ａ
Ｒ
感
覚
で
「
軽
く
一
杯

だ
け
」…

も
。
和
食
が
食
べ
ら
れ
る

Ｂ
Ａ
Ｒ
と
し
て
も
ど
う
ぞ
。

出典 「アイマップ」 www.imap.ne.jp

HHP伊勢崎南 から

2019年1月からサービスを開始した、弊社の酸素カプセル。
ホルミシスヘルスプロダクト伊勢崎南（HHP伊勢崎南）です
が、おかげさまでこれまで多くの人に継続的にご利用されて
きました。
カプセルはもちろんですが、関連する商品を利用すること

もお勧めいたします。個人的には痛快バンを使うことで肩こ
りがかなり緩和されたり、マットを使うことで体のあちこち
の不具合が改善されたということも感想としてお聞きしてお
ります。
以下のお品は弊社で取り扱っております。ご興味ある方、

是非お気軽にお問合せ下さい。
QRコードをお読みください

十
一
月
は
久
し
ぶ
り
に
2

本

ラ
イ
ブ
を
観
ま
し
た
。

1

本
目
は
、
私
の
同
級
生
が

最
近
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
て
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
凱
旋

ラ
イ
ブ
で
し
た
。
私
と
同
級
生

で
す
か
ら
、
結
構
い
い
歳
な
ん

で
す
よ
。
ま
さ
に
遅
咲
き
。

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
や
り
な
が

ら
、
会
社
員
も
や
る
。
そ
ん
な

活
動
を
３
０
年
以
上
続
け
た
男
。

ま
さ
に
不
屈
の
男
で
す
。
ア
マ

ゾ
ン
で
Ｃ
Ｄ
を
購
入
し
て
か
ら

臨
ん
だ
次
第
。
そ
し
て
大
迫
力

の
ラ
イ
ブ
は
圧
巻
で
し
た
。

そ
し
て
も
う
一
本
は
、
私
が

昔
か
ら
好
き
な
あ
る
ギ
タ
リ
ス

ト
＆
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ
。

会
場
は
高
崎
芸
術
劇
場
。

そ
の
方
も
結
構
な
御
歳
な
ん

で
、
や
っ
ぱ
り
声
が
も
う
で
な

く
な
っ
て
る
。
特
に
高
い
音
域

が
ダ
メ
。
な
の
で
ど
ん
な
ラ
イ

ブ
に
な
る
の
か
な
？
と
お
も
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
や
っ

ぱ
り
大
御
所
。
メ
リ
ハ
リ
付
け

て
、
観
客
が
喜
ぶ
ツ
ボ
を
押
さ

え
た
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
と
思
う
の

と
同
時
に
、
ラ
イ
ブ
で
き
る
ハ

コ
が
我
街
に
も
、
も
っ
と
欲
し

い
と
思
っ
た
私
で
し
た
。

10月のある日曜日。紅葉を求めて、志賀草
津道路を走っておりました。時間は午前10時
過ぎでしょうか。車もそれなりに走っていて、
やっぱり紅葉シーズンというか、もうそろそ
ろ標高によっては終わりかけてたりしました。
今は立ち入り禁止の湯釜の駐車場を過ぎて

いくと、何やら遠くに見える木々が白く可愛
い。何だろう？ってよく見てみると、デコ
レーションケーキにかかっているパウダーみ
たいな感じです。「ああ、雪がかかってるん
だな。今朝はかなり気温が低くなったか
ら。」と思いながらそのまま進むと、横手山
付近へ行く間にあちらこちらにこの光景を見
ることができました。あまりに綺麗でかわい
い感じなので、感動した次第です。

あとで調べて見たら「霧氷」という現象な
んだそうです。そう言えば前夜見たテレビの
天気予報では、草津付近は雪が降るかもと
言っていたのを思い出しました。山好きな友
人に話したら、これが見られるのはラッキー
だよ。羨ましいな～と言われました。
霧氷。樹氷ではなくて、霧氷。調べてみる

と、橋幸夫が「霧氷」という歌でレコード大
賞受賞していることを知り、同時に志村けん
がコントの中で、鼻にかけた声で、橋幸夫に
寄せた顔マネをしながら、
「むひょ～むひょう～」って言っていたの

は、この霧氷のことだったのかとやっとわか
りました(笑)。

和こごろセット

おまかせランチ
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